
令和 5 年 3 ⽉ 4 ⽇ 
翁久允賞受賞記念講演 

⽴⼭信仰の魅⼒ 
加 藤  基 樹 

 
１．問題関⼼ 
 庶⺠信仰における苦⾏と滅罪の論理 →易⾏と苦⾏、五来重、⼭岳信仰、薬師信仰 
 ⽴⼭は庶⺠信仰資料の宝庫     →⽔分信仰、芦峅寺・岩峅寺、説話・伝承、集⽯ 
 ⽴⼭信仰とは何か         →阿弥陀信仰、ウバ尊信仰、⼥⼈救済 
 
２．⽴⼭の⽂化財 

⽴⼭博物館展⽰館・遥望館     →ウバ堂をモチーフ、草野寛正、『⾼志⼈』創刊号 
指定⽂化財・未指定⽂化財     →古⽂書、彫刻、絵画、⺠俗⽂化財、県外に残る⽂化財 
重要有形⺠俗⽂化財「⽴⼭信仰⽤具」→令和 2 年、『⽴⼭曼荼羅』など追加指定 
 

３．⽴⼭信仰のとらえ⽅ 
「⽴⼭信仰」の中世        →修験の⾏場、⾏場と植⽣、「両界曼荼羅」の世界 
「⽴⼭信仰」の「⽴⼭」      →⽇本の近世、「⽴⼭曼荼羅」の世界 
「⽴⼭信仰」のスケール      →⽴⼭全体で 東アジア全体で とらえる 

 
４．研究の展望 
 先学への敬意と批判的継承     →継承と読み直し 
 
○『⾼志⼈』所収⽴⼭関係論⽂ 

佐藤種治「雄⼭神社と佐伯有若問題」, ⾼志⼈：１巻１号 1936/9、草野寛正「⽴⼭姥堂の⾏事考」, ⾼

志⼈：１巻１号, 1936/9、佐藤種治「成政の佐羅峠越の研究」, ⾼志⼈:２巻６号, 1937/6、横⼭四郎右衛

⾨「昔の⽴⼭詣で」, ⾼志⼈：２巻９号, 1937/9、加藤⾦次郎「雄神昇格運動の精神」, ⾼志⼈：２巻９

号, 1937/9、翁久允「⽴⼭伝説の考察」, ⾼志⼈：２巻９号, 1937/9、新井梅次郎「⽴⼭信仰と時代相」,

⾼志⼈：２巻９号, 1937/9、佐藤種治「⽴⼭と越中の修験道」, ⾼志⼈：２巻９号, 1937/9、草野寛正「仏

教と⽴⼭神の交渉（上中下）」, ⾼志⼈, ４巻９号・10 号・11 号, 1939/08･10･11、佐⼭清次郎「⽴⼭伝

説と美作伝説⼩考―佐伯有頼の研究―」, ⾼志⼈, 第６巻第１号, 1941/1、⻑島勝正「⼭静閑話 ⼤岩の

不動様」, ⾼志⼈：７巻 11 号, 1942/11、倉⽥⼀郎「フオクロア雑誌１強⼒伝」, ⾼志⼈, 11 巻５号, 1946/8、

⾼島掬翠「雄⼭神社の荘厳」, ⾼志⼈：14 巻５号, 1948/5、 翁久允「⽴⼭信仰雑感」, ⾼志⼈：14 巻１

号, 1949/1、三輪国治「卍⼭道⽩和尚と⽉峯妙庵尼」, ⾼志⼈：26 巻２号, 1961/2、⾼島掬翠「芦峅のお

祭」, ⾼志⼈: 26 巻８号,1961/8、植⽊忠夫「有峰と私」, ⾼志⼈：26 巻 10 号, 1961/10 ほか 


